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暢 夫

は じめに

英語に は様々 な姿が ある ｡ 使用.される国々 に よ っ て . ま た
一 国内の地域に よ っ ても異なる姿を

み せ る
｡ 職業 ､ 身分などの社会階層による差異もある ｡ さらに , 自然言語と しての 英語の 枠内で ､

使用語柔を- 一 定の 範囲に限定 し . 文法も単純化して特定目的の ために供される英語もある o -B a si c

E n g li s h は そ の ような英語の い わば原型モ デ ル で あ っ た c

本稿は B a sic E n glis h の 概略を述べ たう えで . そ の ような特定目的の ため の英語と してA E C M A

si m pli丘ed E n g lis h .
Pl ai n E n g li sh .

V O A S p e ci al E n g li sh など の い わゆる ｢ 制限英語｣ (C o n t r oll e d

E n g li sh) を紹介し - 若干の 考察を加えるもの で ある ｡

1 . B a si c E n g一is h

英国 の 心理学者で 言語学者で あ っ た C . K .

O g d e n (1 88 9
- 1 95 7) は19 30 年頃 ,

それまで

の 言語研究の 成果を踏まえてB a sic E n glisb と

称する新し い英語の シ ステ ム を発表し た ｡
こ

れは自然言語で ある普通の 英語 の 中か ら少数

の 基本語葉を厳選し ,
これにや はり普通の 英

語の 文法か ら取り出した最 少の 規則とを組み

合わせ たもの で , 普通の 英語の い わばエ ッ セ

ン ス を抽出したような小言語体系で あ っ た｡

も ともと第 一 次大戦後 の 混乱期 の 政治的 ,

文化的状況の 中で ? 人々 の 使用する ことばが

唆昧 , 不明瞭 . また喚情的に なりがち な風潮

にきわめて 批判的で あ っ た O g d e n と , 彼の

熱心な協力者であ っ た言言吾学者で文芸評論家の

I A Ric h a rd s ( 1893
- 197 9) の 二 人は ことばの

意味の 構造を明らかに し
,
ことばと思考の 明

噺性を追求するこ とに強い熱意を持 っ て い た ｡

二 人は 共同で 事物や こ と ばの 意味と は 何

か
,
定義はどの よう な原則に基づく もの か に

つ い て理論的な研究を続けて い た c その 過程

で
, 様々 な語の 定義を試み る際に繰り返 して

使われる少数の 特定 の語 がある ことに気づ い

たとい われる ｡ 繰り返 して使われる少数の 語

があると いう こ とは
,
それによ っ て 大多数の

他の語 の意味を表すこ と がで きる と い う こ と

になる ｡

こ の 発見は少数の 要素的な語の 組み合わせ

で多様な内容を伝える こ との できる新 しい 伝

達媒体
,
しか も普通の 英語 の枠内で普通の 英

語を簡素化し た媒体の 創造に つ なが っ た ｡ も

と もとは英語 で あるが
,
語費の 制限 ,

文法規

則の簡略化によ っ て ,
英語が母語でない 人々

の 利用に供する国際補助語 ,
また

,
外国語と

して の 英語学習者の ため の ワ ン ス テ ッ プと し

て利用で きる言語を目指す B a si c E n gli s h が

生 まれたの で あ っ た ｡
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B a si c E n gli sh は僅 か85 0 語の 語章と7 か条

の 文法規則から成 る ｡ 語柔の 内訳と文法規則

を列挙すると次 の とおりである ｡

【語秦】

(1) 事物語 口11in g s)

( a) 一
一 般語(G e n e r al)

600 語

(4 00 語)

a c c o u nt
, g old , r ai n , t al k など

O)) 具象語 (Pict u r a bl e) (2 0 0 語)

a p ple ,i sl a n d , pig , wi n d o w など

(2) 作用語(O p e r ati o n s) 1 00 語

( a) 動詞 N t rb s) ( 18 語)

･- c o m e
, g et , gi v e , g o , k e e p , l et , m ak e ,

p u t , s e e m ,
t ak e ;

b e
,
d o

,
h a v e ; s ay , s e e , s e n d ; m a y ,

w ill

O )) 方向語 のir e cti v e s) 一(2 0 語)

ab o ut
,
a c r o s s , aft e r , a g ai n st , a m o n g ,

at
,
b ef o r e

,
b et w e e n

by , d o wn ,
fr o m , i n , o ff , o n , o v e r ,

･ 也r o u g h , t o , u n d e r

u p , wi 也

I( c) その他(接続詞 , 冠詞 t 代名詞 , 副詞 ,

疑問詞など) (6 2語)

(3) 性質語(Q u aliti e s)

( a)
一 般語(G e n e ral)

abl e
, g o o d ,lik e , r o u n d など

O )) 反対語(O p p o sit e s)

1 50 語

(l oo 諮)

(5 0語)

b a d
,
d ar k

,
sh o rt

,
thi n など

【文法規則】

(1) - s で 複数形をつ く る占

(2) - e r , - i n g ,
- e d で派生語をつ く る ｡

(3) - 1y で 副詞をつ くる o

(4) m o r e , m o st で比較を表す ｡

(5)倒置及び d o で疑問文をう くる o

(6) 作用語と代名詞は活用形を持つ o

(7) 度量衡の単位 , 数詞 , 通貨 , 暦日 , 各国

議にほと んど共通 の語(d a n c e , b e e r な ど)

は850 語の ほか に使用可 ｡

暇 人

( つ いで なが ら , B a si c E n gli s b の語章及び文

法規則一一 覧表の オリ ジナ ル には
,
上記規則の

｢(1)
-
,

-I
s で袴数形をつ くる｣ は A d diti o n of

`

s

'

t o thi n g s w h e n th e r e i s m o r e th a n o n e と表さ

れて い る｡ pl u r al と い う語は B a si c E n gli sh に

は無い の である ｡ )

語秦の 縮小化は B a si c E n gli s h の 利用の 促

進
,
また学習上の 負担軽減の ため重要である ｡

縮小 化を如何に して 可能に し たか をみ る と ,

基本的に は ,
語の意味を分析 ,

分解 し ,
それ

を少数の きわめて平易な語で言 い 換える
,
あ

る い は説明する とい う方法が 一

つ の 大きな役

割を果た して い る こと が分か る ｡ 動詞 につ い

てみ ると
,
B a si c E n glish は普通の 英語にみ ら

れる多数 の動詞を僅か
'
1 8 語に制限して しま

っ た ｡ ニ の 1 8 語の 基本動詞と事物語 , 方向

語 , 性質語 などを組み合わせ る こ と で 多数 の

動詞の 意味を表すこ とに な る (〕

a d v a n c e -

g o fo r w ar d

lg n O r e
-

g l V e n O att e nti o n t o

p r o m ot e
-

g i v e a hi gh e r p o sid o ll t O

ま た
, 意味範囲の広 い

一

般的な語で類義語

の 代替をさせ ると い う方法もある ｡ ただし
,

ニ ュ ア ン スの 遠い は無視される ｡

c a vit y , c r at e r, g ap , pit
I . h ol e

c a bl e , r o p e , t wi n e
ー
C O rd -

c h e e r fu 1 , gl a d , s ati s丘e d
- h a p p y

b e n c h
,
st o ol .

s e at

(特に区別する場合は a lo n g h a rd s e at , a s e a t

wi t h o u t b a c k とする ｡ )

B a si c E n gli sh は語章が 少なく ,
こ と がらを

平易な語 で表すと い う長所を持づ反面 , 語数

が少ない だけその 使用頻度が高くなり , 従 っ

て意味範囲が拡大する ため-, 語 の もつ 印象が

抽象的な も
'
の に なりがちな欠点をも持 っ て い

る ｡ また , 熟語的表現が 多い こと , 言い換え



｢ 制rgi 典語｣ の 講和

表現が とかく冗長で まわりくどい ことも指摘

される ｡ 次の 例 ( 1 ) . ( 3 ) は普通の 英語 ,

( 2 )
,
( 4 ) は B a si c E n gli s b に直し たもの で

ある ｡ ( i )

( I ) L o o k b ef o r e y o u l e ap .

( 2 ) T ak e a l o o k b e fo r e y o u m ak e a J u m P .

( ある い は ,
T ak e a l o o k b ef o r ej u m pi n g .)

( 3 ) A bird i n th e h a nd i s w o Llh t w o in th e b u sh .

( 4 ) A bi rd i n t h e b a n d h a s th e v al u e of th e

t w o i n th e s m all t r e e s ｡

O g d e n は心理学の評論雑誌 に書いた論文

の 中で ,
リ ン カ

⊥
ン の有名なゲ テ ィ ス パ

ー

グ

の 演説 の B a si c E n gli sh 訳を紹 介 して い る ｡

次の ( 5 ) が 原文 の
一

部 ,
( 6 ) がそ の訳 で

ある
e { ∠}

( 5 ) F o u r s c o r e a n d s e v e n y e a r s a g o o u r

f ath e r s b r o u gh t f o r th u p o n th i s c o n ti n e n t a

n e w n a ti o n , c o n c ei v e d i n lib e rt y , a n d

d e di c at ed t o th e p r o p o siti o n th at all m e n t ar e

c r e at e d e q u al . N l) W W e a r e e n g a g e d i n a

g r e at ci vil w a r , t e sti n g w h e th e r th at n ati o n ,

o r a n y n ati o n s o c o n c ei v e d a n d s o d e di c a te d

c a n l o n g e n d u r e ｡
W e a r e m et o n a g r e at

b attl e -丘eld of th at w ar .

( (; ) S e v e n a n d ei g hty y e a r s h a v e g o n e b y

f r o m t h e d ay w h e n o u ( f a th e r s g a v e t o th i s

l a n d a n e w n ati o n - a n ati o n w hi c h c a m e t o

bi rd l i n th e th o u gh t th at al1 m e n a r e 血
I

e e
,
a

n ati o n g l V e n u P t O th e id e a th at all m e n ar e

e q u al . N o w w e a r e fig hti n g l n g r e a t W a r

a m o n g o u r s el v e s ,
I

t e sti n g if th at n ati o n , o r

a n y n ati o n of s u c h a bi rth a n d w ith s u c h a

hi st o ry , i s abl e l o n g t o k e e p u nit e d .
W e ar e

t o g e th e r o n th e fi eld of a g r e at e v e n t i n th at

W a r .

3

文学作品の B a si c E n glish 訳も い く つ か あ

るよう だが , 次 に引用するの は､シ ュ ク スピ ァ

の 有名な ソネ ッ トを日本人の 研究者 が訳 し た

もの の 最初の 5 行で ,
( 7 ) が原文 ,

( 8
二
) が

その訳で ある ｡ ( り

( 7 ) S h all I c o m p ar e th e e t o a S u m m e r
'

s d a y?

¶1 0 u a rt m o r e l o v ely a n d･ m o r e t e m p e r at e:

R o u gh wi n d s d o sh a k e th e d a rli n g b u d s of

M ay ,

An d S u m m e r
'

sl e a s e h a th al1 t o o sh o rt a d at e:

S o m eti m e s t o o h ot t h e e y e of h e a v e n s hi n e s ,

( 8 ) A m l t o s a y 血at y o u a r e lik e a s u m m e r
'

s

d ay ?

Y o u a r e m o r e b e a u ti fu l a n d m o r e pl e a s l n g :

R o u gh w i n d s m a k e th e s w e et M ay fl o w e rs

c o m e o ff u n o pe n e d ,

An d s u m m e r
'

s ti m e fo r u s i s o nly v e r y sh o rt:

S o m eti m e s th e h e at of d i e Stl n i s s o g r e at ,

言語活動に は r e c o g n iti o n ( 認識 ,
理解) と

p r o d u cti o n (表現 9 発表) の両面がある o B a si c

E n gli sh で 善か れた もの を読ん で 理解するの

は容易で あるが , B a si c E n gli sb で表現するの

はか なりの 熟練を要する ｡ 普及を妨げた 一 因

はそ こに あるよう に 思われる ｡

B a si c E n gli sh はその 創案の 当初より国際補

助語と して の機能を発揮する こ とが期待され

て い たが
, その 面で の普及は ごく限られたも

の で あ っ た ら しい 一つ 上述 の ことを含め様々 な

批判があ っ た こ と ,
また

,
自然言語と しての

普通 の 英語がすで に国際語的な性格を強め ,

相当の 勢い を持つ ようにな っ て い た こと など

がその理 由で あろう c

日本 へ B a si c E n gli s b が紹介されたの は こ

の 言語 シ ス テ ムが 発表され たの とほ ぼ同時期

の こ と で ある ｡ 当時の 著名な英語学者 ,
英語



4

教育関係者たちが
,
日本の 主として中等教育

における英語教育改善の ために B a si c E n glis h

の 考え方を取り入れようと して研究 と啓蒙活

動に相当の熱意を示した ｡ 批判も反対もあ っ

たが
,

一

部の 日本人教師は先導的な試み と-し

て B a si c E n glisb を教えた し , 何人か の 在日

英国人教師も教え ,
そ の普及に尽力した ｡ 詩

人 で 批評 家 の ウ イ リ ア ム ･ エ ン プ ス ン

( W illia m E m p s o n , 19 06
- 19 84) もその

一

人で

あ っ た ｡ 19 3 0 年代後半 ,
日英関係が疎遠に

なり , 冷却化の方向に進むか にみ え た時期に

英国外務省が
一

種の い わば文化攻勢の-一
一

環と

して間接的に日本にお けるB a sic E n gli s b の 普

及促進に力を注 い だこともあ っ た ｡

しか し
, 時代は英語教育に対 して しだい に

冷減に なり ,
やがて英語 の時間数削減 ,

英語

教育全廃 の 主張 まで 現れ る よう に な っ て ,

B a si c E n glish に対する関心 は薄れて い っ たo

第二次大戦後に日本の英語教育界は ア メ リ カ

の 言語学に基づく教授法の大きな波に洗われ

る こ とに なり
,
その 後 B a si c E n gli sh は ほと

ん ど注目されなく なる｡ ただし今日でも少数

なが ら B a si c E n gli s b の 熱心な擁護者が研究

と教育実践を続けて い るの も事実で ある ｡

国際補助語として生き残る可能性はあまり

考えられず , 英語教育の 面でも教授法上の 主

涜に なる こ と が期待で きな い B a si c E n gli s h

は現在で はほ とん ど歴史的価値しか ない とみ

なされる こ ともあるが ,
あらゆ る分野で の 普

遍 的な利用はともかくと して , 特定分野に限

定 し た い わゆ る E S P (E n gli s h f o r S p e ci al

P u rp o s e s) の -
一 つ と しての 枠ぐみ を捷供する

点にその価値を認め る ことがで きるの で はな

い か ｡ 近年にな っ て産業界で B a si c E n gli s h を

い わば原型モ デル と した と考えられる新たな

言語体系の研究が始ま っ た ｡ 次節で は こ の こ

とに つ い て述 べ る ｡

で きる だけ分かりや すく平易な表現を目指

す B a si c E n gli s b の 精神に は の ち に述 べ る

Pl ai n E n gli s h の それと 共通する もの があ る ｡

職 人

次の 例は
,
ある掲示文とその B asic E n glis b 訳

である ｡ こ れは Plai n E n gli s h そ の もの と言

っ て もよ いく ら い で ある ｡
･ ( 9 )

,
( l l ) は原

文 ,
( 10 )

,
( 1 2 ) はその リ ライ ト文である. ( 1 ,

( 9 ) D e p o sL
'

t 1)
'

tt e r i n r e c e p ta c)e .

( 1 0) fh t w a s te i n b o x .

( l l ) Pl e a s e T e JTTla )
'

n f r o m c o n v e r s a t)
'

o n w it h

o p e m t w w hile b u si s i n m oti o n .

( 12 ) Pl e a s e s ay n o th i n g t o d ri v e r w hil e b u s i s

g O ln g ･

2 . ｢ 制限言語｣ , ｢ 制限英語｣

｢ 制限言語｣
,
｢ 制 限英語｣ と は それ ぞれ

"

C o nt r oll ed b n g u a g e ,

"

C o nt r oll e d E n glish
"I I

に対す る仮の 訳語で ある ｡ 一 般的に認知され

た訳語は まだ無 い かも知れない ｡ 近年 , 産業

界で は才支術関係の 文書の改善が大きな課題と

な っ てきた ｡ 産業 の高度化で文書情報の 内容

が樟雑に な っ た こと , 文書の流通が
一

企業内 ,

一

国内はもとより国際的にも著しく増大した

こと などがその背景にある o 理解しやすい良

質の 文書情報を涜通させ る こ とが 企業の 競争

力の 強化に つ なが る と い う認識が広 ま っ た ｡

また
,
コ ン ピ ュ

ー タ によ る機械翻訳 の才支術が

進歩し , 特定分野 で の 実用化が現実 の もの と

なると
, 機械に人力する言語の あり方の 検討

が必要となり ,
こ の こ とも制限言語 の研究に

拍車をか ける こと にな っ た ｡

制限言語 とは ,
自然言語の枠内で語秦 ,

請

汰 , 文法 , 文体に
一 定の制限を加 え ,

主とし

て機械工業 の 分野にお ける難解な専門的技術

関係文書 , 例えば , 機械製品の 操作 マ ニ ュ ア

ル
,
メ ンテ ナ ン ス

･

マ ニ ュ ア ル などを読み や

すく理解しやすくす るため に考案された
一

つ

の 小言語体系 である ｡ ある範囲の 特殊専門用
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語は別枠とし ,
一一 般的な基本語柔をほぼ100 0

語か ら15 00 語程度に抑え ,

一 語 の 品詞は 一

つ
,

意味も 一

つ に限定 ,
文型も単純なもの に精選 ,

また
, 文体上の

一

貫性 ,
統 一

性をル
ー ル化す

る こと などにより文書の 良質化を図る の であ

る ｡ こ の ような制限言語の 発想の 萌芽はすで

に 1 96 0 年代にみ られるようだが ,
197 0 年に

な っ て ア メ リ カ の ト ラ ク タ ー 製造 企 業

C at e r pill a r T r a c t o r C o m p a n y が C at e r pill a r

F u n d a m e n t al E n gli sh を考案した ｡ これに続

い て様々 な企業で制限言語 の開発が進む こ と

に なる ｡ 制限の対象と なる言語もまた多様で

あ る ｡ 言語 が英語 であ る場合は ｢ 制限英語｣

と 総称 す る ｡ 次 節 で 紹 介 す る A E C M A

Si m pli五ed E n gli sb はその 代表格の
一

つ であろ

う o

C at e 叩ill a r F u n d a m e n t al E n gli s b は O g d e n

の B a si c E n glish か ら発想の ヒ ン トを得 たと言

われて い る ｡ B a si c E n gli sh 自体はC o n t r o11 e d

L m g u a g e , あるい は C o n t r o11e d E n gl is h と言

われる こ とは ない ようだが ,
B a si c E n glisb の

基本的な枠ぐみ は の ちの制限言語 , 制限英語

に受け継が れて い ると考え る こ とが で きよ

う ｡

制限言語 の長所は簡潔明瞭で読みやすい こ

と
,
理解しやすい こと ,

人手ある い は機械に

よ る翻訳の 対象と して適して い る こ となど で

あ る が
,
同時に

,
制限を加え る こ と に より

=

p o w e r of e x p r e s si o n
''

(表現の 力強さ ,
迫力)

が失 われる こ と
,
文章を書く際に語費を選び

文法
,
文体に留意する必要から時間が かか る

こ と
,
書き手に相当の 熟練が求め られる こ と

などの
♀
B a si c E n gli sh の場合に やや似た短所

が ある ｡

書き手 の訓練に つ い て は専門ラ イ タ
ー

養成

の ため の 教材等も開発され 9
各種の 研修コ

ー

ス などで 利用されて い るようで ある ｡ ま た ,

より優れた制限言語 , 制限英語の 研究開発を

目的とする国際会議 , 国際セ ミナ ー なども各

地 で 開か れて い る ｡

5

本稿は B a si c E n glisb と関連させ て二 ,
三

の 制限英語 に つ い て述 べ るの が 主旨 で あ る

が
,
つ い で に一

一

種の 制限言語と考えられる 日

本語の 例に触れておく ｡ 英文学者であ っ た土

居光知(1 886
- 1 979) は B a si c E n gl ish が日本

に紹介されて間もなく , そ の考え方に触発さ

れて独自 の ｢基礎 日本語｣ を考案したと い わ

れる ｡ 当時は マ ス コ ミで使われる日本語に漢

語が多く ,

一

般庶民の 日常語と の隔たりが大

きか っ た ｡ 彼らに平易な日本語を提供する こ

と
,
また

, 当時の 朝鮮 , 台湾の 人々 の 日本語

教育に役立て る こ とが考案の意図にあ っ たと

い われる ｡ 基本語桑は 10 00 語 で動詞 の 数も

か なり制限したもの であ っ たらしい ｡

1 98 8 年頃
,
国立国語研究所は 当時の 野元

菊男所長の主導で , 日本語 を学 ぶ外国人の た

めに ｢簡約日本語｣ と称する制限言語の 開発

を始め た｡ 外国人の初心学習者にと っ て 日本

語の 動詞はその 活用が難 しい の で活用形は連

用形の み と し , 語尾を ｢ ます｣ , ｢ です｣ 調に

統
一

する こと , 語の意味は
一

語 に つ き三 つ ま

で とする ことなどがそ の ポイ ン トで あ っ た c

次に寓話 ｢北風と太陽｣ の 野元所長訳の 原文

とその簡約日本語訳を示す｡ ( :,)

( 1 3 ) まず北風 が強く吹き始め た ｡. しか し北

風 が強く吹 けば吹くほ ど
, 旅人は マ ン トに

く るまるの だ っ た ｡ 遂 ( つ い) に北風は ,

彼から マ ン トを脱 がせ る のをあきら めた c

( 1 4 ) まず北の 凪 が強く 吹き始めまし た ｡ し

か し北の 凪 が 強く吹 きますと吹 きますほ

ど
, 旅行をします人は ,

上に着ますもの を

強く体 につ けました ｡ とうとう北の風 は彼

か ら上 に着ますもの を脱 ぎさせますこ とを

やめ ませ んと′なりませ んで した o

こ の例にみ られるの は制限というより , む

しろ加工
,
改変で あり

,
か え っ て外国人学

習者を困惑させ るの で はない か と思われ
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る ｡ 訳文の 第三文などは滑稽な感じが する ｡

3 . A E C M A Si m plifi6 d E n gli s h

1 9 79 年に欧州航空会社連合 (A s s o ci ati o n

of E u r o p e a n Ai rli n e s) が航空機メ
ー カ ー 側の

欧州航空宇宙工業 連合A E C M A ( E u r o p e a n

As s o ci ati o n of A e
`
r o s p a c e I n d u st ri e s) に対 し

て
,
メ ⊥ カ ー 側か ら出されて民間航空業界で

使用する航空機の メ ン テナ ンス 用の マ ニ ュ ア

ル や 各種文書の 英語を誤解を生 じない簡潔で

分か りやすt-l も の に改善するよう要請 した o

A E C M A は ア メ リ カ 航 空 宇宙 工 業■連 合

(A e r o sp a c e ,I n d u stri e s A s s o ci ati o n
-
of Am e ri c a)

に航空業界用の制限英語開発プロ ジ ェ ク トに

参加を求め＼ 1986 年に は A E C M A Si m plifle d

E n gli sh と称する制限英語の 手引署をまと め

た ｡

- 航空業界で はそれ以前に各社個別 に使用言

語で ある英語 の文体や専門用語の 標準化 に努

め て お り 9
マ ク ド ネ ル ･ ダ グ ラ ス

( M c D o n n el D o IJ gl a s)
､ 社が専門用語辞典をつ

くり; 土 ア バ ス社 (Ai rb u s l n d u stri e)】が標準

文例の
一

覧をまとめ たりする例はあ っ た ｡
し

か し
,
1 9 8 6 年 の 手 引 書 で 提 案 さ れ た

Si m pliB e d E n gli sh は広く航空業界全体に わた

っ て使用される標準町 , 統
⊥

的な言語と なる

こ とを
､

目指したもの であ っ た ｡
航空機の メ ン

テ ナ ン ス
, 修理に 当たる作業員 , 技術者 たち

の 多く は英語が母語でな い ため英語能力が十

分で な い 人たちで あろう ｡
また

,･ 文書を別の

言語に翻訳する場合も原文が制限英語で あれ

ば 翻 訳 作 業 も 容 易七 な ろ う ｡ A E C M A

Si m pliB e d E n
l
gli sh は航空業界に流通する才支術

文書の 良質化を目的に したもの で ある ｡

A E C M A Si m pliB e d E n gli sh の 基本語葉は特

殊な才支術専門用語を除き約180 語 の 動詞を含

む950 語で , 各語はそれぞれ厳密に定義され ,

一

語に は
一

つ の 意味 しか 与え られて い な い ｡

また
,

一 語は 一 品詞で使用される ｡ 文の 長さ
,

暢 夫

動詞の 用法: 能動態 の 使用 などに 関する約

5 5 の 規則が ある ｡ 次 に実例を示 す｡. ( 1 5 )
,

( 17 ) が原文
,
( 16 ) , ( 1 8 ) が書き直した例で

ある ｡ …

( 1 5 ) n e A 3 1 9 s w ill s e at 13 5 p a s s e n g e r s a n d

t h e A 3 2 1 s a c c o m m o d at e 1 9 0
,
w hil e t h e

e xi s ti n g A 32 0 s o ff e r s e at s fo r 159 p a s s e n g e r s

･

i n
.
a ty pi c al Ai r F r a n c e

"

E u r o p e a n

c o n五g u r a d o n
"

.▲

( 16 )
′

n l e A3 19 s ･ will h a v e 13 5 s e at s a n d th e

A 32 1 s w ill h a v e 1 9 0 s e at s . Ai r F r a n c e
'

s

†I

A 3 20 s
,
i n th ei r

"

E u r o p e a n c o n fig u r ati o n ,

h a v e 159 s e at s .

( 1 7 ) It i s e q u ally i m p o rt a nt th at th e r e s h o uld

b e n o s e a s o n al c h a n g e s i n th e･ p r o c e d u r e s ,

a s
,
al th o u gh ai r c r a丘,

fu el sy st e m i ci n g d u e t o

w a t e r c o n t a m i n a ti o n i s m o r e oft e n m e t

w it h i n w i n t e r , it c a n b e e q u ally d a n g e r o u s

d u ri h g th e s u m m e r m o n th s .

( 1 8 ) U s e th e s a m e p r o c e d u r e s all t h e ti m e

b e c a u s e w at e r i n th 占 fu el sy s te m c a n h
･

e e z e

d u ri n g s u m m e r o r w i nt e r .

■
A E C M A Si m pli丘e d E n gli s h は もともと航空

業界で生ま･れたもの で あるが ,
石油工業 , ,ト

ラ ッ ク
, 列車 ,

デ ィ ー ゼ ル ｡ エ ン ジン等の 機

械製造業にお い ても使用され始め て い るよう

である ｡

4 . Pl ai n E n gli s h

私どもは 日常生活に お いて意味内容の 理解

しにく い 文書に出会う こと が たび たびあ る c.

法律関係の文書
,
企業や団体の 定款 , 契約書 ,

機械類 の説明書か らち ょ っ と した申請書 の記

入上の 注意書きに い た るまでその 例は 多い ｡



｢ 制限英語｣ の 諸相

1 97 9 年 ,
英国リ バ プ

ー ル に住む主婦ク リ ッ

シ ー ･ メ イ ァ ( C h ri s si e M ah e r , 193 8 -

) が英

語で書 かれ た公文書などの表現を読み やすく

分か りやすい もの に改善する こ とを目標に か

か げる啓蒙運動の 主導者となり ,
その 運動を

通 して広 めよう と し たの が Pl ai n E n gli sh と

呼ばれるもの で ある ｡

メ イ ァ自身成長期に十分な教育を受けられ

ず
,
行政機関などの 一 般向け文書の 理解に難

儀して い たが
,
自分の 周囲に い る教養ある人

で すら
,
例 えば福祉給付金申請書の 記入 に当

た っ て
,
そ こ に善か れた英語表現の 難解で 不

明瞭な こ とに 困惑して い る こと を知り
,
堅苦

しく難解な表現 ( g o b bl e d y g o o k) を排除し

た平 易な英語の あり方に つ い て世論を喚起 し

よう と した ｡ やがて 同志を集め ｡
英語表現改

善を目的と する団体を設立
,
自らその 主導者

と な っ て強力な キ ャ ン ペ ー ンを展開する o

こ の運動が文書 の改善を求め る対象は政府

及び地方 の 行政機関 , 保険会社
,
法律関係の

団体 , 銀行 , 医薬品企業等々 の ,
- 一 般庶民の

生活 に直接か か わると こ ろであり
,
そ こか ら

出される文書の 英語をは じめ と し 9 日常の 掲

示文 にい たるまで
i 平易なもの に改めさせよ

うとするの で ある L-/ こ の運動はその 後しだい

に英国各界に広まり , 着実 な成果をもたら し
,

や がて政府自体もこ の キ ャ ン ペ
ー

ン の 趣旨に

沿 っ て政府関係公文書の おおが かり
-
な点検を

行う こ とに なる ｡

Pl ai n E n gli sh は格式語や特殊用語 G a r g o n)

を避け
,
日常の 語葉を使用 して 可能な限り平

易で 明瞭な表現を採用する ｡ その ための 指針

と して
9
語に つ い ては格式語の 代わりに 日常

語を使う こと (例 えば
,
alle vi at e はe a s e に

,

a s c e 爪ai n は 血d o u t に
,
c o m m e n c e は b e gi n

に) , ラ テ ン語や フ ラ ン ス 語 の フ レ
ー

ズを避

ける こ と ( p e r a n n u m は a n n u ally にするな

ど) ,
で きる だ け能動態 を使う こ と ,

一

文 の

長さ は 1 5 から20 語程度にする こ と , ( ある販

売契約書に は 一 文が 5 1 3 語か ら成る例があ っ

7

たそうで ある) などを挙げて い る o

Pl ai n E n gli s h は制限語葉数を定 めて い な

い . しか し , 他の 面で英語の 使用に一
ニ ー

定 の 制

限を加 えて い る こ とは事実であり
,
やは り 一

種の 緩や か な意味で の制限英語とみ なしても

よ い であろう ｡
また

,
B a si c E n gli sh か ら ヒ ン

トを得 たと い う形跡は ない ｡ し か し
,
O g d e n

とRi c h a r d s が明噺な思考の ため には情緒性を

排 した明確な こ とばの使用が必須であ ると考

え たの と
,
メ イ ァ が 日常生活に は明瞭で平易

な こ とばの 使用が重要である と考えた こ とと

の 間に は
一

脈相通じ るもの があるように思わ

れる ｡

次 に 具体的な事例と して
,
仰々 しく堅苦し

い 英文と書き直した Pl ai n E n glis h の 英文 を

示す｡
( 19 )

,
( 2 1 ) は 原文 ,

( 20 )
,
( 22 ) は書

き換えら れた英文で ある ｡ ( ㌻,

( 1 9 ) Hi gh
-

q u ality l e a n i n g e n vi r o n m e nt s ar e a

n e c e s s a ry p r e c o n diti o n fo r f a cilit ati o n a n d

e n h a n c e m e n t of t h e o n g o l n g l e a r n l n g

p r O C e S S .

( 2 0) C hild r e n n e e d g o o d s c h o ol s if th e y ar e t o

l e a rn p r o p e rly .

( 2 1 ) Y o u r e n q ui ry a b o u t t h e u s e o f t h e

e n t r an c e ar e a at t h e lib r a ry j o r th e p u rp o s e

of di s pl a y i n g p o st e r s a n d l e afl e t s a b o u t

W e lf ar e aJ ld S u p pl e m e n t a r y B e n e丘t ri g ht s ,

gi v e s ri s e t o th e q u e sti o n of th e p r o v e n a n c e

a n d a u th o rt ati v e n e s s of th e m at e ri al t o b e

di spl ay e d . P o s te rs a n d l e a fl et s i s s u e d by th e

C e n t r a1 O ffi c e o f I Ⅲf o r m a ti o n
,
t h e

D ep a rt m e n t of H e alt h a n d S o ci al S e c u ri ty

a n d ot h e r a u th o rit ati v e b o di e s a r e u s u ally

di s pl ay e d i n lib r ari e s , b ut it e m s of di s p ut a d o u s

o r p ol e m i c ki n d , w hil st n o t n e c e s s a rily

e x cl u d e d , ar e c o n sid e r e d i n di vid u ally .
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( 2 2 ) T h a n k y o u f o r y o u r l e tt e r a s ki n g

p e r m i s si o n t o p ut u p p o ste r s i n th e e n t r a n c e

a r e a of th e lib r a r y . B e fo r e w e c a n gi v e y o u

a n a n s w e r w e w ill n e ed t o s e e a c o p y of 仇e

p o st e r s t o m a k e s u r e th e y w o n
'

t off e n d

a □y O n e ･

書き換えられ た文はなに か あ っ けな い印象

を与え るが ,
要するに原文 は こ の程度の 内容

しか含ん でい な い と いう･ か
,
こ の程度で十分

用が達せ られるの である ｡ 原文の 仰々 しさは

一
一

つ に は抽象度の 高 い 多音節語 の 多用に よ

る ∩ こ の よ う な 文 は
=

i n f o r m
"

す る よ り
=

i m p r e s s
'

サ る の が その ねらい だと い われて

も仕方が ない ｡

英国の 作家 ジ ョ
ー ジ ･ オ ー ウ ェ ル ( G e o rg e

o r w ell
,
19 03

-

195 0) は英語使用の あり方につ

いて深い関心を持っ て い た ｡ 彼は評論 ｢ 政治

と 英国の 言語｣ (
"

P olitic s a n d th e E n gli s h

h n g u a g e
"

) の 中で悪文と考え られる五 つ の

文を示 した ｡ その 第 一 番目が英国の 政治学者

ハ ロ ル ド
ぅ ラ ス キ (H ar old h ski , 1 893

- 1 950)

の 次の 文である . ( ど)

( 23 ) I a m n o t
,
i n d e ed

,
s u r e w h e 也e r it i s n o t

t r u e t o s a y t h at t h e M ilt o n w h o o n c e

s e e m e d n ot u nlik e a s e v e n t e e n th - c e n t u ry

Sh elley h a d n ot b e c o m e , o ut of an e x pe ri e n c e

e v e r m o r e bitt e r i n e a c h y e a r , m o r e ali e n

( s )
'

c) t o t h e f o u n d e r of t h at J e s u it

s e ct w hi ch n o th i n g c o uld i n d u c e hi m t o t ol
-

e rat e ｡

こ れは か なり長い が
一

文で ある ｡ 最も特徴

的な こと は ,
こ の文 の中に否定語が五つ ある ｡

否定の 接辞も
ー

つ あ るc 同 一 文中に この よう

に否定語が いく つ も重なると文意が非常に理

解しにくくなる ｡ し か し ,
こ の種の 文が 一 般

人を対象に書 かれたもの で はなく ,
学者 , 専

門家を読者に想定 して書 か れたもの であれば

暢 夫

特にその 欠点をあげつ らう こともない かも知れ

な い c , こ の 種の もの ,
また文学作 品などを

Plai n E n gl ish は批判の対象に しない の である c

Pl ai n E n gli sh キ ャ ン
ペ ー ン の ウ ェ ッ ブ ･ サ

イ トで は
一

種の P R と して ウ ェ ッ ブ
･ ペ ー ジ

の閲覧者か ら問題の ある英文の い わば添削を

受け付けて い た ｡ 私があえて こ の 文の エ ディ

ッ トを依頼 したらキャ ン ペ
ー ン の 中心人物の

一 人で
,
ク リ ッ シ

ー
･ メ イ ァ の長男の ジ ョ ー

ジ ･ メ イ ァ( G e o r g e M al 1 e r ) か ら折り返 し電

子メ
ー ル で返事があ っ た｡ こ の種の文 につ い

て の 依頼はめずらしい と述 べ て t
次の よう な

リ ライ ト文が示してあ っ た ｡ ( ～, )

( 24 ) It s e e m s t o m e th at M ilt o n
,
w h o w a s o n c e

lik e a 1 7 th C e nt u ry S h elley , h a d i n c re a si n gl y

bitt e r e x p e ri e n c e s e a c h y e a r . T h e s e e x
-

p e ri e n c e s ali e n at e d hi m f r o m th e f o u n d e r

o f th e J e s uit s , w h o b e c o u ld n o l o n g e r

t ol e r at e .

こ の 添削例で は 原文が 二 文 に直され て い

て
, 否定語も

一 語 だけで ある ｡ ニ ュ ア ン ス の

差は ともかく
,
こ の 文の方 が原文よりよほど

理解しやすい ｡

5 . V O A S p e ci al E n gli s h

v o A ( V oi c e of Am e ri c a ) は ア メ リカ連邦政

府機関の 米国海 外情 報 局 ( U nit e d St at e s

l n fo r m ati o n A g e n c y ) が運営する海外放送 で

その 歴史は古い ｡ 現在は ニ ュ
ー ス を中心とし

なが ら
, 政治 ･ 経済 ･ 社会

･ 文化などに関す

る解説番組 , 各種教養番組 ,
音楽番組 などを

英語 の ほ か に数多く の 言語で海外向けに放送

して い る ｡

v o A は英語が母語 でない 外国の 人々 ,
ま

た
, 外国語と して の 英語の 学習途上 にあ る

人々 を対象に した英語放送 の実現に向けて準

備を進め , 1 95 9 年1 0 月 , 中東向 けにS p e cial
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E n glis h と称する英語 によ る放送を試行的に

開始 した ｡ 聴取者 の 反応は きわめて良好で ,

自信をつ けた V O A は やが て全世界に向けて

の S pe ci al E n glish の 放送にふみ き っ た｡ 全放

送時間の 中で S pe cial E n gl is h の占め る割合は

当時も今も限られたもの で ある が ,
その 人気

は衰える こ とがない とい う ｡ 特に中国で英語

を学ぷ学生間の 人気には こ れまで陛目すべ き

もの があ っ たと い われる ｡

こ の S pe cial E n gli s h も
一

種 の制限英語 であ

る とい っ てよ い だろう ｡ 使用語柔は頻度の 高

い もの 約 1 50 0 語と し ,
文もなる べ く短 か め

に して
,
か つ 一 文 -

ア イ ディ ア を原則とする

こ とに な っ て い る () S p e ci al E n glish は音声英

語である ｡ 制限英語と して の S pe cial E n gli sh

の 最大 の 特徴は その 放送の ス ピ
ー

ド で あろ

う . 通常の V O A 放送 は-- 一 分間当たりの語数

が約 130 語と されるが ,
S pe ci al E n gli s h で は

約 90 語で あると い われる ｡
ス ピ ー ドを遅く

しても英語の 自然なリズ ム がくずれて い ない

こ と は聞けばすぐ分か る ｡

V O A の ニ ュ
- ス放送で 普通の 英語に よる

もの と S pe ci al E n glish によるもの を同
一

の ニ

ュ
ー ス 項目に つ い て比べ る ために次 の例を示

す ｡ ( 2 5 ) は普通 の 英語 ,
( 2 6 ) は S p e ci al

E n glis h であ る｡ ( I(,)

( 25 ) N e ar 1y fo r ty h o o d ed M e xi c a n s h a v e r a n -

s a c k e d a M c D o n ald r e st a u r a n t i n M e xi c o

City t o p ro t e st a C alifo mi a p r o p o s al t o d e n y

m a n y s e Ⅳi c e s t o ill e g al i m m ig r a n t s i n th e

U nit e d St at e s .
′

n l e m e n O V e rt u r n e d t able s
,

s p r a y
-

p ai n t e d w all s a n d R u n g p a m p hl et s

o p p o si n g th e i niti ati v e kn o wn a s P r o p o siti o n

1 87 b ef o r e n e ei n g o n f o o t . T h e i niti ati v e

w o u ld d e n y s c h o ol , h e alth a n d o th e r st at e

s e r vi c e s t o ill e g al i m mi g r a nt s i n C alif o mi a . It

p r o v ok e d s e v e r al d e m o n st r ati o n s in M e xi c o

a n d C e n t r al Am e ri c a .

9

( 2 6 ) A b o u t f o rty M e xi c a n s h a v e r ai d e d a

p u blic e a ti n g pl a c e
､
i n M e xi c o City t o p r o t e st

a n el e cti o n p r o p o s al ab o u t r e fu g e e s i n th e

w e st e rn Am e ri c a n st at e of C alif o rn i a . T h e

d e m o n st r a t o rs o v e rt u r n e d t a bl e s
, p ai n t e d

w al1 s a n d g a v e o u t p am p hlets o p p o si n g th e

m e a s u r e . Ii th e p e o pl e i n C alifo mi a ap p r o v e

th e m e a s u re
,
it w ill d e n y s c h o ol , h e al th a n d

otb e r s t at e s e Ⅳi c e s t o ill e g al r ef u g e e s i一l

C alif o rn i a . n e p r o p o s al h a s i n cit e d ot h e r

d e m o n st r ati o n s i n M e xi c o a n d C e n t r al Am e r -

i c a .

( ち なみ に .
< 2 5 > .

< 2 6 > は ともに語数

が72 語 であ る ｡ 録音でd eli v e r y の 時間を調 べ

て み ると
,
< 25 > は約3 0秒

,
< 2 6 > は約4 6秒

で あ っ た ｡ 単純に計算する と ,
< 25 > は

一

分

間当たり の 語数 が1 4 4 語 ,
< 26 > は9 4 語と な

る
｡)

私は こ れまで の 1 0 年余 , 時事英語 に関す

る科目を担当して きた ｡ そして 当初こ の 科目

の 目標を二 つ に絞 っ た ｡ 学生を英字新聞に親

しませ る こ とが 一

つ で
,
もう 一

つ は英語 の ニ

ュ
ー ス に慣れさせ る こ とであ っ た ｡ 以後 , ず

っ と今日ま で こ の 二 つ を目標として授業を続

けてきた ｡ 英語の ニ ュ ー ス放送 として何を利

用する か を考え た時に思 い つ い た の が V O A

Sp e ci al E n gli sh の
ニ ュ

ー ス である ｡ というよ

り
,
V O A Sp e ci al E n gli sh があ っ たか ら 二 つ 目

の 目標を考えたと い うの が正 しい の か も知れ

ない ｡

V O A 放送 は もと もと短波に よる 放送で
､

今日で も短波が伝播手段の 主流と な っ て い

る ｡ しか し , 最近にな っ てイ ン タ
ー ネ ッ トに

よる放送も始ま っ た ｡ イ ン タ
ー ネ ッ トによる

放送は短波放送にありがちな雑音は皆無で 音

質もきわめ てよ い c ニ ュ ー

ス 以外の S p e ci al

E n gli s h によ る番組は V O A の ウ ェ ッ ブ
▲ サイ

トでそ の ス ク リプ トを読む こ と がで きる し ,

もちろん プリ ン ト ｡ ア ウ トも可能である ｡ ま

た
, 使用語費 15 00 語の リス トも取り出せ る (A



10 林

英語学習者あるい は英語の 再学習者に と っ て

い わば音声と文字に
.
i : る教材が毎日手に入る

わけで ある ｡ なお-, ニ ュ ー ス 以外の 放送内容

を素材に した大学生向けの英語テ キス トも何

種類か 日本国内で 発行されて い る ｡ 千

6 ｡ フ ィ ク シ
1
3
.
ン の中の制甲英語

仙

N
一
色w s p e a k

M

ジ ョ
ー

ジ
｡ オ ー ウ ェ

,
)
.
L が英語 に つ いて強い

関心を持っ て いた ことは すでに 述 べ た c 彼は

第二次大戦後間もなく ｢1 98 4 年｣ ( N L
'

n e t e e n

E )
'

g h v -f o u r
, ユ94 9) とい う反 ユ

ー ト ピ ア 小説

を発表 した｡
こ の 作品に描 か れるの は徹底 し

た独裁国家の･もとで Big B r o 也 e r と呼ばれる

最高指導者とその 部下 たちによ っ て人々 が完

全に月 由を奪われ ,
奴隷化される社会である ｡

人々 から思想
, 表現 ,

政治活動などの 自由を

剥音し ,
ひ とに ぎりの 指導者 に隷属させ る方

策の 一

つ と して
,
こ の社会で は独特の 言語政

策が採られる ｡
:

= の社 会の もと もと の 言語は

英語であ っ た ｡ 英語 は依然と して日常語と.し

て 使 われ て い る が
, 指導者 た ち は こ れを

"

01d s p e a k
"

と称 し･
,
こ れに代わるもの と し

て彼らは
"

N e w s p e ak
"

と い う新 し い 言語体

系を創りだ して その 使用をなか ば強制する ｡

そ して N e w sp e a k の 使用は しだい に拡大さ

れ
,
2050 年頃まで に は完全に 01d sp e a k にと

っ て 代わ る もの と 予 想 さ れ て い る ｡ こ の

N e w s p e ak と い う言語は きわめて 特殊な制限

英語であるとみ なすこと が で きる e

制限英語は特定分野 で特軍目的の使用の た

め に通常の 英語を母体と して創られ
, 通常の

英語と並存するもの で あるが
,
こ の小説の 世

界では制限英語がそ の社会の 唯 一 の言語とな

っ てい くの である ｡

現実 の世界で は こ の よう なこ とは起 こ り得

ない ｡ こ の 作品は全体主義社会に つ い て の風

刺小説で あり
,
オ ー ウ ェ ル は社会に おける言

語 の投割を風刺の 対象と したの で ある ｡ 彼は

悔 人

人間の思考に対する ,
こ とばの持つ マ イナ ス

の作用
,
つ まりこ とばが特定イ デオ ロ ギ ー の

もとで 人間を い わば洗脳 し , 徹底的に支配す

る恐ろし い 手段となり得 る可能性を描 い たわ

けである｡ N e w sp e ak は Old sp e a k に極端な

制限 ( と言うより ,
む しろ改変)- を施 し , そ

れ によ っ て 人 々 の 自 発的 な思考を抑制 し
,

"

I n g s o c
=

七 い うイ デオロ ギ ー の 浸透に の､み

奉仕する企て で ある o
･ N e w sp e 水 の 語秦に は

fr e e と い う語 はあ るが ,
その 意味は

,
例えば

,

′

m i s d o g i s h e e fr o m li c e ｡ n l e 五eld i s h le e 血
･

o m

w e e d s . に お ける fr e e の 意味に 限 定さ れ ,

p oliti c ally fr e e ,
i n t e11 e ct u al1y fr e e の 意味は存

在 しない √-

･ オ ー

ーウ キ
ル は全体主義社会にj引ナる.言語の

問題に つ い てよほど強 い こ だわりがあ っ たと

み えて
,
こ の小説の 巻末に ｢ N e w s p e a k の 諸

原則｣ とい う
_
表題で1 0 ペ ー ジ余りの 付録をつ

けてい る ｡ こ･ の 中で 彼は N e w sp e a k の 全体に

関するおおまか なス ケ ッ チを試みる･ ｡ 詳細は

省略するが , 語秦はA
,
B

,
C の 三 ブ ル･T プに

分ける こと , 接辞
,
屈 折に よる独自の 造語法

,

複合語の 多用 , 品詞の互換性な どを説明する ｡

も~ っ とも これは現実ばなれ した フ ィ ク シ ョ ン

の 世界の こと で あ っ て一
一

種の 知的遊戯 に過 ぎ

ない
｡

N e w sp e ak で書か れた文は普通の 英語に比

べ ればきわめ て異様で ほ とんど意味不明で あ

る
｡ 小説の 冒頭部分に出て い る例を次に 示す｡

( 27 ) が N e w s p e ak の文で , く28 ) はその 意味

として考えられると作者が示すもの である ｡ ( . I )

( 2 7 ) ti m e s 3 . 1 2 .8 3 r e p o rti n g b b d a y o rd e r

d o u bl e pl u s u n g o o d- r ef s u n p e r s o n s r e w rit e

fu 11 wi s e u p s u b an t e Bli n g

( 28 ) ¶1 e r e p o rti n g of Big B r o th e r
'

s o rd e r f o r

th e D a y i n 77 7 e T L m e S Of D e c e m b e r 3 rd 1983

i s e x t r e m ely u n s a ti sf a ct o r y a n d m a k e s

r ef e r e n c e s t o n o n e xis te n t p e r s o n s . R e wi t e
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it i n f u ll a n d s u b m it y o u r d r aft t o hi gh e r

a u th o ri ty b e fo r e fili n g .

オ ー ウ ェ ル の N e w sp e a k はO g d e n の B asic

E n gli sh の パ ロ デ ィ
ー で あると みなされた こ

と もあ っ た ら し い が
,
オ ー

ウ ェ ル 自 身 は

B a si c E n gli s h を か なり高く評価 して い た ｡

N e w s p e a k は B a si c E n gli s h の 対極に あ る ｡

オ ー ウ ェ ル は個人の 自由も自発性も失われ た

社会の言語を N e w sp e ak を考えだして戯画化

した の である c

結 び

①制限言語 , 制限英語の 研究開発は今日特に

機械類の製造業界を中心に盛ん に行われて い

るよう であ る ｡ 仕様書; 操作及び点検 マ ニ ュ

ア ル
,
P R 文書 などの 言語が 明瞭で暖味なと

こ ろが なく分か りや すい こ とは企業 の 競争力

の強化に つ なが ると い う認識が広ま っ た か ら

で あ る .
｡ す ぐれた制限言語 は機械翻訳に おけ

る人 力文 の事前処理を容易にするし , 人手に

よる翻訳 の場 合 で も労力と コ ス トが 省ける ｡

制限言語の 研究開発は自然言語処理や機械翻

訳 の 技術 の 進 歩を 背 景 に し て 言語 工 学

(1 a Ⅲg u a g e e n gi n e e 血 g) と いう研究 分野を生

み出した ｡
′

制限言語 , 制限英語によ っ て 書か れた文書

が定め られた語葉 , 文法
,
文体 などの 基準に

一

貫して沿 っ たもの で あるか 否かをチ ェ ッ ク

する ソ フ トウ ェ ア の 開発も 199 0 年噴 か ら始

まり
テ 情報産業に携わる いく つ か の 企業はす

で にチ ェ ッ カ
ー を製品化 して い る c 最近E U

委員 会は ヨ - ロ ッ パ の 多言語 圏で の ビ ジネ

ス ･ ニ
ー

ズに応え る ため
,
その ようなツ ー ル

の 開発に対する財政援助 を決め たとい う ｡

新し い 制限言語 , 制限英語やそれに対応 し

たチ ェ ッ カ
ー などの 開発と プロ モ ー シ ョ ンを

iFl

専門とする企業 , 機械翻訳及びそ の関連分野

で顧客の 要望に応じ た研究開発を進める企業

が最近増えて い るようである ｡ ニ ュ ー

ヨ
ー ク

に本拠を置くス マ
ー

ト ･ コ ミ ュ ニ ケ
ー シ ョ ン

ズ (S m a rt C o m m u ni c ati o n s , I n c .) などはその

代表格か も知れな い o 三の 会社は独自 の制限

英語を開発し ,
日本の メ

ー

カ
ー

に売り込み を

図 っ て い る ｡

制限言語 , 制限英語 に関連する 諸問題 は

｢ 産業情報｣ の 研究領域に新 しく ,
きわめて

刺激的な研究 トピッ ク を提赦して いるように

思わ れる｡

② pl ai n E n glish C a m p ai g n は市井の
一

主婦の

呼びかけに 端を発し た 一

種の 市民運動 であ っ

たが
,
その 趣旨の賛同者の 広が りは しだ い に

大きく なり英国政府を動 か すま で に な っ た ｡

そ して今や ア メ リカをは じめ英語圏の敷カ国

で も この 運動の 展開がみ られ る ｡ ク リ ン ト ン

大統領は 一 昨年 (1 998 年) 連邦嘆府の -
一 般人

向 け文書に
"

pl ai n l a n g u a g e
' '

を使用す るよ

う提唱 した ｡

日常生活の 中で接する文書の こ とばが ,･ 例え

ば医薬品の ラ ベ ル
ー

つ に して も
,
平明 で誤解

を招か な い もの が 望ま し い こ と は当 然で あ

る･ ｡･ なお , 法律関係者の 間 で は Pl aiⅢ E n gli sh

に対する抵抗感が根強 い ともい われるが
,
そ

れで も最近 で は
一

部の 法律家の 間か らい わゆ

る
"

1e g al e s e
"

排除の 動きがあるよう だ ｡

③ B a si c E n gli s h を含め言語教育にお ける制

限言語は入門期に取り入れる もの と して十分

ふ さわし い もの か どう か
,
また

, 通常の 対象

言語の 学習 へ の移行の 際に鮎歯吾が生 じる こ と

なく ス ム
ー

ズに つ な が るか どう か は問題と し

て残るで あろう ｡
なお

,
しばしば聴解能力の

不足 が 日本人英語学習者 の 弱点とされるが
.

聴解訓練 に は 映 画 な どよ り V O A S p e ci al

E n gli sh の放送の 利用が効果的だと思われる ｡
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引用文注記

林 暢 人

( * ) 本稿は2 0 0 0 年2 月2 日に行われた定年退官記念最終講義をもと に して いる ｡

( 1 ) い ずれも相沢 (1 9 9 5) に拠る｡

( 2 ) B a si c E n glis h 訳 は高本 (1 9 8 2) に拠る｡

( 3 ) B a si c E n glis h 訳 は相沢 ( 1 9 9 5) に拠る｡

( 4 ) い ずれも相沢 (1 9 9 5) に拠る ,
J

( 5 ) い ずれも ｢ 朝日新聞｣ 1 9 8 8 年 2 月2 7 日号か ら引用

( 6 ) K a th y B a rth e 擢供の資料か ら引用

( 7 ) P lai n E n glis h C a m p aig n の ウ ェ ッ ブ
･ サ イ トに掲載され たもの か ら引用

( 8 ) O r w ell (1 9 4 6) か ら引用
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'
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1 1 ｡ 0
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P e t e r
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